
 

（１）情報教育研究会（ICTの活用・小学校） 

 

         会 長  小野川 真紀（東中筋小） 

      副会長  橋田 麻紀（大用小）   

事務局  葛西 祐介（東中筋小）  

 

１．研究主題 「GIGAスクール構想を見据えた基礎知識の習得」 

 

２．研究経過 

実施年月日 研 究 の あ ら ま し 会場 備考 

令和６年５月７日（火） 
四万十市教育研究会 組織総会 

内容：役員選出、研究主題決定、夏季研修計画 
中村中 ４６名参加 

令和６年７月22日（月） 
四万十市教育研究会 夏季研修会 

講師：坂本 恭美子 先生（東山小） 
中村小 ２８名参加 

 

３．今年度の取り組み 

 今年度の組織総会で夏季研修の内容を検討した結果、

今年度四万十市で導入されたロイロノートアプリの効

果的な活用の仕方などを学びたいという意見が多く聞

かれたため、東山小学校の坂本恭美子先生を講師にお招

きして、講話・演習の研修を行った。 

 

４．令和６年度 四万十市教育研究会 夏季研修会 

 日時：令和６年７月２２日（月） 

 内容：新しい時代の ICTを活用した学び 

 講師：坂本 恭美子 先生（東山小） 

 （１）講演「新しい時代の ICTを活用した学び」 

    ①今求められている教育について 

    ②児童主体の（～したい）が生まれる授業実践 

    ③ロイロノートの基本的な操作について 

④ロイロノートの実践事例 等 

スライドで苦手意識を持った先生方にも分か

りやすいように講演 

 

 （２）演習「プレゼン作成」 

   「高知県の魅力を発信し経済効果を上げるプレゼンを作成しよう！」 

    ①ねらい 

・ロイロノートアプリを四万十市も導入したことから、効果的に活用し教育効果を上げる

ため、ロイロノートの扱い方に慣れる。 

・デジタルを活用してプレゼンを作成する楽しさを体感する。 

    ②内容等 

  ・「高知県の魅力を発信し経済効果をあげる」を各グループで 1本のプレゼンを行う。 

・グループ分けは、研修会当日配布の名簿による。 



 

 

・使用するアプリはロイロノート。 

・1時間の作成時間の後、報告会を実施する。（報告は１グループ５分以内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜夏季研修会の感想より＞ 

・講師の坂本先生より南郷小学校での実践を紹介いただき、活用の具体例を知ることができた。

また、デジタルのよさ、アナログのよさの融合が重要と教えていただいた。挙手・発言が苦手な

子どももタブレット端末に意見を投稿することで話し合い活動に参加できるという利点がある。

一方で、話し合いの基本である「目と目を見て話す」ことの大切さも再認識できた。普遍的な指

導を踏まえた上でいかにデジタルを有効的に使っていくか、自校でも試行錯誤し共有化を図りな

がら活用の促進を図りたい。 

・演習では、「高知県の魅力を発信し経済効果を上げる」というタイトルで各グループでのプレ

ゼン作成とその発表が行われ、同一タイトルで作成しても、取り上げる素材や切口など視点の違

いによりバリエーション豊かなプレゼンになることを体感することができた。また、プレゼンに

おいてもロイロノートを有効に活用することが可能であることを学ぶことができた。 

・講演から端末を活用することでたくさんの「しやすい」があることを知れた。実際にロイロノ

ートを使ってプレゼンを作ってみたが、思ったよりも簡単にできて子どもたちにも体験させてみ

たいと感じた。ロイロノートの基本的な操作ができるようになれば、授業で有効活用できそうな

ものがたくさんあると感じた。日々の授業の中でとにかく使ってみたいと思った。 

・ロイロの活用法をたくさん知ることができた。まだ、実践していないこともあるのでこれから

実践していきたい。プレゼンでは、実際の授業でも行っているが、ロイロだと簡単で短時間にプ

レゼン資料が作れることを実感した。その上、高知県の素敵なところを再認識できて楽しかった。 

  

５．今年度の成果と課題 

＜成果＞ 

 ・坂本恭美子先生による講演や演習を通して、ロイロノートの基本的な操作の仕方や活用事例を

多数紹介していただき、苦手意識を持つ教員も楽しく学ぶことができた。また、授業等でのロ

イロノート活用への意欲が高まった教員も多く、大変有意義な研修となった。 

＜課題＞ 

・本会は会員数が多く、夏季研修会の会場及び駐車場の確保が難しかった。また、そのことか

ら当初周知した期日を変更しての開催となったため、数校の校内研修（外部講師招聘）と重

複し本会を欠席せざるを得ない教員がいた。来年度は、5月の組織総会後早めに会場及び駐車

場を確保し、会員に周知する。 

 


